
、
鵬
 

』
 

畑
農
林

水
産
大
臣
に
陳
情
書
 

今
年
は
戦
後
最
悪
の
冷
害
と
な

り
、
町
と
関
係
機
関
、
農
業
団
体

が

一
体
と
な
っ
て
被
災
農
家
救
済

の
対
策
を
講
じ
て
き
た
も
の
の
、
 

何
と
し
て
も
国
の
援
助
、
協
カ
を

必
要
と
し
、
早
急
に
対
処
し
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

十
月
八
日
、
農
林
水
産
省
の
関
係

局
・
庁
に
対
し
陳
情
に
行
き
ま
し

た
。
 

陳
情
し
た
の
は
、
田
中
町
長
と

小
田
桐
町
議
会
議
長
は
じ
め
町
議

会
議
員
合
わ
せ
て
十
四
名
で
、
県

選
出
国
会
議
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
 

と
、
畑
農
林
水
産
大
臣
は
じ
め
一
一

十
七
人
に
 
「一
刻
も
早
く
救
済
措

置
を
取
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
己
と
、
陳
情
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

陳
情
書
を
受
け
た
木
村
農
林
水

産
政
務
次
官
ら
は
 
「国
で
も
既
に

対
応
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
 

陳
情
書
の
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
 

出
来
る
限
り
早
い
時
期
に
実
現
す

る
よ
う
努
力
し
ま
す
い
と
述
べ
ま

し
た
。
 

陳
情
の
内
容
は
下
表
の
と
お
り
。
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国会議員に訴える農民 

去
る
九
月
二
十
三
日
、
農
業
者

ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
 
「金

木
町
農
作
物
冷
害
危
機
突
破
生
産

者
大
会
」
が
開
か
れ
、
集
ま
っ
た

約
三
百
人
の
農
家
の
方
々
か
ら
活

発
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
 

大
会
で
は
、
田
中
町
長
が
 
「他

市
町
村
に
は
決
し
て
遅
れ
を
取
ら

な
い
よ
う
、
全
力
投
球
で
農
家
救

済
に
努
め
た
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
国
会
議
員

の
田
沢
吉
郎
氏
、
竹
内
梨
一
氏
、
 

木
村
守
男
氏
、
三
上
隆
雄
氏
が
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
 

国
会
議
員
に
談
判
 

農
作
物
冷
害
危
機
突
破
生
産
者
大
会
 

し
た
。
 

続
い
て
、
冷
害
対
策
本
部
事
務

局
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
説
明

が
あ
り
、
町
内
二
十
ニ
カ
所
を
対

象
と
し
、
三
回
に
わ
た
り
不
稔
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
不
稔
率
は
九

五
％
、
八
九
％
、
八
〇
％
と
徐
々

に
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
九

月
十
七
日
に
行
っ
た
塩
水
選
調
査

で
は
、
登
熟
歩
合
が
八

・
二
％
と
 

北
津
軽
郡
の
中
で
最
低
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
数
値

で
十

a
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
 

五
十
嘱
の
収
穫
し
か
見
込
め
ず
、
 

総
額
二
七
億
五
千
万
円
の
被
害
と

な
り
、
昭
和
五
十
五
年
を
上
回
る

見
通
し
で
す
。
 

こ
の
後
、
嘉
瀬
農
業
協
同
組
合

長
の
吉
崎
忠
直
さ
ん
が
、
決
意
表

明
。
農
家
の
方
々
か
ら
国
会
議
員

に
対
し
、
「共
済
金
の
早
期
支
払
」
 

「種
も
み
の
全
額
助
成
」
 
「飯
米

確
保
」
な
ど
の
要
望
や
質
間
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
 

容
 

内
 

清
 

陳
 

る
 

す
 

対
 

一
 
」
 )

 
国
 陳 	情 	事 	項 内 	 容 

1 天災融資法の早期発動及び激
甚災害法の適用 

被災農家に対して天災資金の貸付ができるよう天災融資法の発動の要請及び借入
条件がより有利になるよう激甚災害法の適用を要望する。 

2 自作農維持資金の融資枠確保
と貸付限度額の引上げ措置 

被災農家の資金需要に応じた融資枠の確保と、過去の災害により貸付残高を有す
る農家にっいて特例的に貸付限度額の引上げを行なうよう要望する。 

3 農業共済金の早期支払及び損
害評価特例措置の実施 

共済金の財源となる再保険金の早期支払い、品質低下分を共済減収量にカウント
できる損害評価の特例措置の実施にっいて要望する。 

4 種裸の確保対策に対する助成 被災農家の翌年度用種子にっいて助成するよう要望する。 

5 飯米確保の措置 
被災農家が飯米を確保できないため、米毅の供給確保及びその購入代金にっいて
翌年の収穫期まで延納できるよう要望する。 

6 米殺予約概算金の返納に係る
利子の減免措置 

米殺予約概算金の返納に係る利子（年8.25%）を減免するよう要望する。 

7 低品位米の全量買上措置 規格外米の大量発生が予想されるため、低品位米の全量買上にっいて要望する。 

8 稲わらの有効利用に対する助
成措置 

被害を受けた水田の稲わらの有効利用及びわら焼き防止対策の一環として、堆肥
づくりや家畜の飼料としての利用に対して助成措置するよう要望する。 

9 水田営農活性化助成補助金の
早期支払 

水田営農活性化助成補助金の早期支払にっいて要望する。 

10 翌年度転作等目標面積の緩和
及び早期配分 

農業経営の安定を図るため、翌年度転作等目標面積の緩和及び早期配分にっいて
要望する。 

11 救農土木事業実施のための公
共事業の増枠 

被災農家の就労機会を確保するための造林事業、土地改良事業の増枠及び助成に
っいて要望する。 

12 土地改良償還金の延納措置 土地改良区賦課金に係る償還金の延納にっいて農林漁業金融公庫へ要請下さるよ
うお願いする。 

13 実態にあった作況指数の公表 地元の実態にあった作柄の把握と作況指数の公表にっいて要望する。 



渡り初めをする今さんー家 

へ
 

広
域

農
道
 

「
こ
め
●
米
●
ロ
ー
ド
』
全
線
開
通
 

国
道
三
三
九
号
沿
い
を
南
北
に

走
る
県
営
広
域
営
農
団
地
農
道
「
 

こ
め
・
米
・
ロ
ー
ド
」
が
全
線
開

通
し
た
こ
と
に
伴
い
、
九
月
十
日

五
所
川
原
市
長
富
の
西
長
富
橋
で

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
通
式
で
は
北
村
知
事

（代
理

廿
斉
藤
副
知
事
）
や
田
中
町
長
ら
 
 関

係
七
市
町
村
長
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
後
、
当
町
嘉
瀬
の
今
常

五
郎

・
ヤ
ェ
さ
ん
夫
婦
、
子
供
の

常
男

・
マ
ツ
エ
さ
ん
夫
婦
、
孫
の

常
一
・
栄
子
さ
ん
夫
婦
の
親
子
孫

三
代
の
夫
婦
が
渡
り
初
め
を
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
五
所
川
原
第

一

中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
五
所
 
 川

原
市
漆
川
の
獅
子
舞
、
板
柳
町

五
林
平
の
太
刀
振
り
等
の
華
や
か

な
郷
土
芸
能
で
開
通
を
祝
い
ま
し

た
。
 

板
柳
町
か
ら
中
里
町
ま
で
、
津

軽
平
野
の
真
中
を
走
る
こ
の
農
道

は
、
基
盤
整
備
が
進
む
に
つ
れ
国

道
だ
け
で
は
農
産
物
や
農
業
資
材
 
 の

運
搬
が
困
難
と
い
う
こ
と
で
昭

和
四
十
九
年
度
か
ら
工
事
着
工
さ

れ
て
い
た
も
の
。
全
幅
員
八
・
五
 

m
、
有
効
幅
員
六

m
で
延
長
は
一
一

七

・
二
六
四
面
。
事
業
費
は
約
七

〇
億
七
，
〇
〇
〇
万
円
。
こ
の
う

ち
金
木
町
内
の
延
長
は
五
・
五
』
 

で
事
業
費
は
約
二
〇
億
円
費
や
し

て
い
ま
す
。
 

道
路
の
愛
称
は
、
農
村
地
域
の

夢
と
希
望
を
ー
こ
め
”
た
一
米

”
 

地
帯
を
貫
く
農
道
で
あ
り
、
地
域
 
 に

密
着
し
た
ー

マ
イ

”
（
私
の）
 

農
道
と
し
て
愛
さ
れ
、
農
業
の
活

性
化
に
役
立
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
て
『
こ
め
・
米

・
ロ
 

ー
ド
』
 
と名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

二
十
年
の
歳
月
と
七
〇
億
七
！

〇
〇
〇
万
円
を
投
じ
て
全
線
開
通

し
た
こ
の
ロ
ー
ド
は
、
国
道
の
渋

滞
緩
和
だ
け
で
な
く
、
地
域
産
業

の
振
興
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
事
故
の
な
い
よ
う
皆
さ

ん
で
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

去
る
九
月
九
日
、
秋
田
県
五
城

目
町
か
ら
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
方
々
が
町
を
訪
れ
、
金
木
町

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
交
流

を
行
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
 

五
城
目
町
の
委
員
は
、
言
論
報

道
機
関
、
広
報
担
当
者
、
社
会
教

育
知
識
経
験
者
、
婦
人
会
、
青
年

会
で
構
成
さ
れ
「
潤
い
と
活
力
に

満
ち
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
の
創

造
」
を
ギ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲

げ
、
啓
発
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
の
中
で
特
に
関
心

を
集
め
た
の
は
、
若
年
層
に
お
け

る
低
投
票
率
の
改
善
と
し
て
、
成

人
式
に
模
擬
投
票
を
実
施
し
た
こ

と
で
す
。
本
物
の
投
票
箱
を
使
い
 
 公

民
館
長
の
立
会
の
も
と
で
新
成

人
た
ち
は
ア
ン
ケ
ー
ト
様
式
の
投

票
用
紙
を
投
票
し
て
、
与
え
ら
れ

た
選
挙
権
を
体
験
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
 

金
木
町
で
新
成
人

へ
の
啓
発
活
 
 動

と
し
て
、
昨
年
配
布
し
た
選
挙

啓
発
標
語
の
入
っ
た
テ
レ
ホ
ン
カ
 

ー
ド
に
は
五
城
目
町
の
委
員
も
大

変
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。
 

五
城
目
町
で
は
身
近
な
選
挙
の

投
票
率
は
九
十

一
％
台
で
十
年
来

選
挙
違
反
者
も
な
く
、
町
ぐ
る
み

で
「
三
な
い
運
動
」
 
に
取り
組
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
 

金
木
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
で
も
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
を

目
指
し
「
受
け
取
ら
な
い
」
 
「求

め
な
い
」
 
「贈
ら
な
い
」
 
「棄
権

し
な
い
」
の
四
な
い
運
動
を
掲
げ

今
後
の
啓
発
活
動
に
徹
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

金
木
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長
 
櫛
引
八
千
代
 

大変参考になった交沃t会 
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秋田県五城目町と交流会 
明るい選挙推進委員会 



見事な手さばき 
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あいさつにたつ三上院長 

奴
お
ど
り
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
に
 

成
田

収

聴
君
 

長
、
三
上
俊
郎
院
長
ら
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
青
森
市
民
病
院
長
阿
部

度
介
氏
が
 
「物
品
の
管
理
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
記
念
講
演
を
行
い

集
ま
っ
た
約
二
百
人
の
関
係
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

公
立
金
木
病
院
は
、
昭
和
三
十

三
年
十
月
一
日
に
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
か
ら
金
木
町
、
中
里
町
が

譲
渡
を
受
け
、
 一
部
事
務
組
合
と

し
て
、
内
科

・
外
科
・
産
婦
人
科
 

・

放
射
線
科
の
四
つ
の
科
、
公
称
 

去
る
九

月
八
日
 
「
 

金
木
町
で

働
く
仲
間

の
集
い
」
 

が
開
催
さ

れ
、
会
場

の
中
央
公

民
館
大
ホ
 

ー
ル
に
入

り
切
れ
な

い
ほ
ど
の

参
加
者
で
 
 ベ

ッ
ド
数
八
十
床
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
元
々
学
校
の
校
舎
を
改

築
し
て
造
ら
れ
た
施
設
で
、
老
朽

化
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
三

十
五
年
に
は
病
院
を
新
築
。
 

当
時
と
し
て
は
近
代
的
な
設
備

を
誇
る
病
院
だ
っ
た
も
の
の
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
施
設
の
老
朽
化
、
 

狭
あ
い
化
が
目
だ
ち
、
近
代
医
学

に
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
昭
和

五
十
八
年
に
現
在
の
病
院
を
新
築
、
 

内
科
・
外
科
・
小
児
科

・
産
婦
人

科
・
放
射
線
科

・
整
形
外
科
・
理

学
診
療
科
・
眼
科
の
八
つ
の
科
、
 

病
床
数
二
百
床
を
誇
り
、
津
軽
北

部
の
中
核
的
な
公
的
医
療
機
関
と

し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。
 

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

『
明
日
も
元
気
で
働
く
た
め
に

今
育
は
楽
し
く
す
ご
そ
う
』
を
合

言
葉
に
始
め
ら
れ
た
集
い
は
今
年

三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
実
行
委

員
長
の
田
中
町
長
が
 
「今
夜
は
心

行
く
ま
で
楽
し
ん
で
下
さ
い
。」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
の
今
県

議
会
議
員
、
小
田
桐
町
議
会
議
長

が
祝
辞
を
述
べ
、
秋
元
副
実
行
委

員
長

（
金木
あ
す
な
ろ
商
店
会
理

事
長
）
の
乾
杯
の
後
宴
会
に
入
り

ま
し
た
。
 

」
の
 
 ほ
ど
嘉
瀬
小
学
校
  
（
校長
 

余
興
で
は
、
県
無
形
文
化
財
の
 

「さ
な
ぶ
り
荒
馬
」
が
披
露
さ
れ

続
い
て
各
職
場
を
代
表
し
た
十

一

組
の
方
々
が
カ
ーフ
オ
ケ
や
か
く
し

芸
で
楽
し
み
ま
し
た
。
特
に
仮
装

し
て
の
芸
は
笑
い
を
集
め
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
長
年
町
商
工

業
に
貢
献
さ
れ
た
町
商
工
会
加
盟

事
業
所
の
従
業
員
に
対
し
、
永
年

勤
続
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

ー
片
田
興
）
で
奴
踊
り
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
が
開
か
れ
、
全
校
生
徒

が
日
頃
練
習
し
た
成
果
を
競
い
ま

し
た
。
 

嘉
瀬
小
学
校
で
は
、
こ
の
地
区

に
古
く
か
ら
伝
わ
り
、
県
の
無
形

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
「
 

奴
踊
り
」
を
、
踊
る
人
が
年
々
減

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
統
を
守

り
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
受
け
継

い
で
も
ら
お
う
と
授
業
に
取
り
入

れ
、
保
存
会
の
指
導
の
も
と
練
習

に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
各
学
年
ご
と
に
輪
に

な
っ
て
踊
り
、
金
、
銀
、
銅
の
各

賞
を
選
出
。
こ
の
代
表
者
で
決
勝

戦
を
行
な
い
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
 

準
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
五
年

生
の
成
田
収
聴
君
、
準
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
一
年
生
の
封
馬
紗
梨
さ

ん
と
五
年
生
の
原
田
朋
和
君
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

審
査
員
を
務
め
た
小
山
内
嘉

一

郎

（
奴踊
り
保
存
会
会
長
）
さ
ん

は
 
「み
ん
な
上
手
で
驚
い
て
い
ま

す
己
と
生
徒
の
踊
り
を
絶
賛
し
て

い
ま
し
た
。
 

公
立
金
木病
院
開
院

三
十

五
周
年
 

去
る
十
月
一
日
、
公
立
金
木
病
 
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

院
開
院
三
十
五
周
年
記
念
式
典
が
 
式

典
で
は
、
管
理
者
の
田
中
町
 

大いに盛り上がった余興 



●

か
な
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
 

互4PPy Wedding 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行
一事務局 「金木町中央公民館」）によりカップルとなられ

た若いおニ人をご紹介いたします。 
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  1993 

新郎 

新婦 

.9.19 

斎藤克彰さん（喜良市） 

成田恵久子さん（岩木町） 

1993.9.28 

新郎 太田 豊ニさん（金 木〕 

新婦 平川美智子さん（佐賀県） 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央

公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配

い
た
し
ま

す
。
（T
E
L

5
31
3
5
8
1

)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念

日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪

華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん

の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
 

J
リ
ー
ク
な
ら
ぬ
 

K
リ
ー
ク
が
人
気
 

今
年
三
回
目
を
迎
え
た
金
木

町

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦

（K
リ
ー
グ
）
は
、
九
月
七
日

九
十
試
合
の
全
日
程
を
消
化
し
、
 

盛
会
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。
 

金
木
町
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
リ
ー
グ
戦
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
、
 
「健
康
で
明
る
い
町
づ

く
り
」
を
目
指
し
、

町
の
若
者

た

ち
が
中
心
と
な
り
昨
年
結
成
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
は
十
チ

ー
ム
百
 
 名

が
参
加
す
る
な
ど

朝
野
球
に
次
 

ぐ
人
気
と
な
り
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
初
心
者
か
ら
元
実
業

団
の
選
手
ま
で
と
幅
広
く
、
勝
敗

は
二
の
次
で
明
る
く
和
気
あ
い

あ

い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
 
一
日
に
四
試
合
行
わ

れ
る
た
め
、
会
場
の
農
業
者
ト

レ
 

ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ

ー
に
は
全
チ

ー
 

ム
の
選
手
か
ら
応
援
団
ま
で

一
同

に
会
し
、
特
に
チ
ア
ー
ホ
ー
ン
な

ど
で
の
応
援
合
戦
は

大
変
賑
や
か
で
、
J
 

リ
ー
グ
に
負
け
ず
劣

ら
ず
と
い
っ

た
感
じ
。
 

今
年
の
大
会
を
制

し
た
の
は
「
県
信
用

ク
ラ
ブ
」
チ
ー
ム
で
、
 

十
七
日
に
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
優
勝
カ

ッ
プ
を
手
に
し
大
喜

び
で
し
た
。
 

こ
の
大
会
を
発
足

し
た
実
行
委
員
長
の

岩
村
好
枝
さ
ん
は
「
 

バ
レ
ー
を
愛
す
る
人

が
増
え
、

こ
の
よ
う
 
 に

盛
大
に
な
っ
た
こ
と
は
大
変
喜
 

ば
し

い
こ
と
で
す
。
今
度
は
何
と
 

し
て
も
県
民
体
育
大
会
で
優
勝
す
 

る
メ
ン
バ

ー
を
育
て
た
い
己
と
ま
 

す
ま
す
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。
 

※
成
績
は
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
 
十
四
勝
四

敗
 

県
信
用
ク
ラ
ブ
 

準
優
勝
 
十

四
勝
四
敗
 

ム
ー
ミ
ン
 

第
三
位
 
十
三
勝
五
敗
 

聖
母
 

優
秀
賞
 

前
田
 
イ
シ

（
県
信
用
ク
ラ
ブ

）
 

野
村
ゆ
う
子

（
ム
ー
ミ
ン
）
 

神
 
里
美

（聖
母
）
 

前
田
 

せ
い

（
上
町
ク
ラ
ブ
）
 

中
川
 
吉
彦
（
朝
日

ク
ラ
ブ
）
 

小
山
内
浩
美

（
ほ
ろ
に
が
）
 

西
村
 
春
美

（
岩
見
町
チ
ー
ム
）
 

白
川
 
弘
樹

（
ド
ン
ブ
ラ
ー
ズ
）
 

小
島
 
史

靖
（
金
木
小
学
校
）
 

山
中
和
香
子

（
サ
ー
ド
長
嶋
）
 

特
別
賞
 

須
藤
 

寛

（
県
信
用
ク
ラ
ブ
）
 

角
田
 
愛
子
（
朝
日

ク
ラ
ブ
）
 

石
戸
谷
竜
海

（
ド
ン
ブ
ラ
ー
ズ
）
 

鳴
海
美
奈
子

（
サ
ー
ド
長
嶋
）
 

白
川
 
隆
行

（
上
町
ク
ラ
ブ
）
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(
 

ち
に
ラ
ー
メ
ン
を
ご
ち
そ
う
し
ま

し
た
。
 

小
松
田
さ
ん
は
、
青
森
市
で
ラ
 

ー
メ
ン
 
「大
松
」
を
経
営
し
て
お

り
、
前
々
か
ら
何
か
社
会
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
 

今
回
サ
ン
ト
ピ
ア
の
慰
間
が
実
現

し
た
も
の
。
 

サ
ン
ト
ピ
ア
の
厨
房
で
作
っ
た

八
十
五
食
の
で
き
た
て
の
ラ

ー
メ

ン
に
園
生
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
ど
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
 

に
、
ラ

ー
メ
ン
店
経
営
の
小
松
田

ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園長
ー
花
田
昭

一
）
 
智さ
ん

一
家
が
慰
問
し
、
園
生
た
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
に
 

あ
っ
た
か
い
ラ
ー
メ
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

簡
保
が
「健
康
ま
つ
り」
 

十
月
三
日
、
簡
易
保
険
加
入
者

協
会
青
森
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
が

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
 

で
「
金
木
町
簡
保
健
康
ま
つ
り
」
 

を
開
催
し
ま
し
た
。
 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年

々
高
齢
化
が
進
む
な
か
健
康
の
保

持
増
進
に
対
す
る
関
心
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
康

増
進
活
動
を
応
援
し
よ
う
と
簡
易

保
険
健
康
増
進
支
援
事
業
の

一
環
 

おばあちゃんもハッスル 

●鶏肉のセロリ巻き蒸し 

材 料（ 2 人分） 

セロリ 	 1/3本 

人参 	 2本 

(1cm角の棒状切り） 

さやいんlずん 	4本 

鶏ムネ肉 	 1枚（200 g ) 

つけ汁 

「しょう油 	大サジ1 

Iみりん 	大サジ1 

［赤唐辛子（みじん切り）1/3本 

作り方 

①セロリは葉を切り落とし、筋をそぎ 

取る。 1 cm角で、鶏肉の幅の長さ位 

の棒状に切る。 

②人参は塩とみりんでつや煮にし、さ 

やいんげんは塩ゆでする。 

③鶏肉は厚い部分に包丁を入れて均一 

に切り開く。 

④皮をフォークでつついてから、つけ 

汁にしばらくつけておく。 

⑤鶏肉を広げて、セロリ、人参、さや

いんげんを包む。 

⑥セロハン紙にサラダ油を薄く塗って

⑤をしっかりと包む。 

⑦蒸気の上がった蒸し器に並べ、強火

で20分ほど蒸して輪切りにする。 

●みぞれあえ 

材 料（ 4 人分） 

酒蒸しの鶏 	1枚分 

ねぎ（みじん切り） 1/2本 

しょうが 	 ひとかけ 

大根おろし 	1/3本 

枝豆 	 適宜 

合わせ・酢 

「しょう油 	大サジ2 

I酢 	 大サジ1 

Lレモン汁 	大サジ1 

作り方 

①鶏肉は手でさき、皮は千切りにして 

おく。 

②ねぎ、しょうが、大根おろしを合わ 

せ、合わせ酢と混ぜる。 

③①と②を混ぜ合わせ皿に盛り、枝豆 

を散らす。 

今回はさっぱりといただける料理で

す。皆さんもどうぞお試し下さい。 

食
生
活
改
善
 

推
進
員
の
 

白
川
キ
エ
さ
ん
 

	・mm川川―川広報かなき ⑩ 

どうぞ食べて下さい 

と
し
て
、
健
康
ま
つ
り
を

実
施
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
集
ま
っ
た
三
百

人
の
お
年
寄
り
か
ら
チ
ビ

ッ
コ
ま
で
の
参
加
者
は
、
 

パ
ン
喰
い
競
争
、
ビ
ン
こ

ろ
が
し
な
ど
の
競
技
を
親

子
や
孫
の
コ
ン
ビ
で
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
 

表紙の写真 

川倉小学校（校長一村上五

朗）の1年生15人が芦野公園

の藤枝ため池にコイの稚魚を

放流しているところです。 

これは、藤枝内水面漁業協

同組合が内水面振興対策事業

の一環として、毎年行われて

いる事業で、今年は約 2 万匹

のコイの稚魚を放流しました。 



ふるさと発見 

ズ イ り 

金
木

病
院

カ
ル

テ

⑩
 

「自
覚
症
状
に
つ
い
て
」
 

内
科
医
長
 
小
 
石
 
陽
 
一
 

青
銀
金
木
支
店
が
 

チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
金
を
寄
附
 

自
覚
症
状
と
は
自
分
が
苦
痛
に

感
じ
る
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ

の
有
無
に
よ
っ
て
重
大
な
病
気
に

擢
患
し
て
い
る
か
否
か
を
単
純
に

判
断
す
る
の
は
困
難
で
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
の
に
積
極
的
な
治
療

を
要
す
る
場
合
、
反
対
に
強
い
自

覚
症
状
が
あ
る
の
に
種
々
の
検
査

を
し
て
も
全
く
異
常
が
認
め
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
者
と

し
て
は
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
の
大

半
、
ま
た
早
期
の
癌
等
が
あ
り
ま

す
。
後
者
と
し
て
は
不
定
愁
訴
症

候
群
や
神
経
症
等
が
あ
り
ま
す
。
 

前
者
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
掲

載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
回
は
病
気
と
し
て
は
い
わ

ゆ
る
軽
症
の
後
者
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

不
定
愁
訴
症
候
群
と
は
、
多
彩

な
自
覚
症
状
、
例
え
ば
頭
痛
、
目

ま
い
、
動
俸
、
息
切
れ
、
し
び
れ
、
 

喉
の
つ
か
え
感
、
胸
痛
、
腹
痛
等
 
 複

数
の
自
覚
症
状
が
あ
る
も
の
を

言
い
ま
す
。
神
経
症
は
前
記
の
自

覚
症
状
が
あ
る
程
度
限
ら
れ
て
お

り
、
例
え
ば
心
臓
神
経
症
な
ど
と

呼
ば
れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
神
経
質

な
人
に
多
く
、
種
々
の
検
査
を
受

け
て
も
異
常
所
見
を
指
摘
さ
れ
な

い
た
め
に
更
に
不
安
に
陥
り
、
数

ケ
所
の
病
院
を
転
々
と
受
診
す
る

こ
と
も
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。
検
査
 

一
 讐

ミ
ー
ミ

ー
 

r・ー
 
 

で
異
常
所
見
が
な
い
と
は
言
え
、
 

本
人
は
苦
痛
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
覚
症
状
が
消
失
す
る
ま
で

は
治
療
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
重
篤
な

状
態
に
陥
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

今
回
は
楽
観
的
な
こ
と
を
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、
た
だ
自
覚
症
状

か
ら
だ
け
で
は
病
気
の
軽
重
は
判

断
す
る
の
が
困
難
な
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
自
覚

症
状
が
あ
る
よ
う
で
し
た
ら
検
査

を
受
け
て
み
る
こ
と
が
矢
張
り
大

切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
逆
に
自
覚

症
状
に
乏
し
く
て
も
放
置
し
て
お

く
と
重
篤
な
状
態
に
陥
る
病
気
に

羅
患
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る

か
ら
で
す
。
 

こ
の
ほ
ど
、
青
森
銀
行
金
木
支
 
店
（
支
店
長
ー
町
屋
義
勝
）
が
、
 

青
銀
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ぺ
で
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
 

金
五
〇
，
五
〇
〇
円
を
町
に
寄
附

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
 

青
森
銀
行
で
は
、
今
年
創
立
五

十
周
年
を
迎
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ゴ
 

ー
ゴ
ー
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
 

こ
の
運
動
の
ー
つ
と
し
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ
が
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
附
金
は
、
町
の
福
祉
充

実
の
た
め
に
使
わ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

⑩ 広報かなぎ川川川mmII' 

Q・これは広城農道ですが、この道

路の名称は何でしょう。 

チャリティー金を手渡す町屋支店長 

~ 正解者の中から抽選で 3 名様に素~ 

I 敵な記念品を差し.上げます。どんど I 

ん応募して下さい。 	 I 

I ハカギに住所、氏名、年齢、職業、 I 

I 電話番号を記入のうえ 

“①クイズの答②今月号のよかった記

事③つまらなかった記事④ご意見・ 

~三感想を記入のつえ 
~ m037-02 

~ 金木町大字金木字朝日山323 

~ 金木町役場企画室までご応募下 

~  
~ 応募の締切は11月 5 日当日消印有 

~効。当選者の発表は11月号に掲載し 

~ます。 

~ 9月号の答 田の草取り機械 

~当選者は次の 1名でio 

~ 喜良市 大 橋 和 子さん 

~ たくさんのご応募、貴重なご意見 

有難うございます。今回当選しなか 

‘った方もこれにめげずどしどしご応 

I 募ください。 



お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
 

ク
県

信
用
ク

ラ
ブ

ガ
 

事
に
し
た
若
さ
？
・
と

熱
意
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
 

当
チ

ー
ム
は
ナ
イ

タ
ー
バ
レ
ー
参
加
の

た
め
、
県
信
用
の
取

引
先
の
家
族
の
皆
さ

ん
と
職
員
で
結
成
さ

れ
た
チ

ー
ム
で
す
。
 

県
信
用
の
モ
ッ
ト

ー
 

で
あ
る
』
ふ
れ
あ
い

”
 

の
気
持
が
充
分
に
生

か
さ
れ
た
と
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
 

惜
し
く
も
第
二
位
 

若
さ
と
熱

意
 

ナ
イ
タ
ー
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
チ
ー
 

ム
県
信
用
ク
ラ
ブ
さ
ん
、
優
勝
お

め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

こ
れ
で

第

一
回
大
会
か
ら

三
連
覇

の
偉
業

達
成
で
す
ね
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
何

と
言
っ
て
も
今
回
の
優
勝
を
含
め

た
三
連
覇
は
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
は

な
く
、
チ

ー
ム
の
結
東
と
和
を
大
 

に
な
っ
た
ー
ム
ー
ミ
ン
”
三
位
の

一
聖
母

”
は
じ
め
他
の
チ
ー
ム
の

皆
さ
ん
、
来
年
は
打
倒
県
信
用
ク

ラ
ブ
を
合
言
葉
に
、
愉
快
で
楽
し

い
ゲ

ー
ム
を
展
開
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
当
チ

ー
ム
も
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
あ
わ
よ

く
ば
四
連
覇
を
目
指
し
ま
す
。
 

来
年
も
多
く
の
仲
間
た
ち
と
ト

レ
セ
ン
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
ょ

、つ
。
 

見事3連覇達成 

、 

 

	ノ 

前年同月比 

L 	69 

△ 	61 

△ 130 

△ 	15 

9月末現在 

a090人 

6,729人 

12,819人

男 

女 

計 

世帯数 3,867 

、
・
、
 

ノ
 

人
口

と
世
帯
 

J
‘
 

×
 

 

はじめま して 

   

 

ゆ い 

裕 唯ちゃん 

8 月24日生まれ 
休重 2,920g 

金 木 新 富 町 
白川弘樹さんの長女 

健康で元気な明るい子に 
なってほしいです 

（母 美奈子より） 

つ ぐ み 

嗣 巳ちゃん 

8 月30日生まれ 
体重 	3, 554 g 

嘉 瀬上 中 柏 木 
外崎雅己さんの長男 

早く大きく、そして優し 
い子に育ってほしいです 

（母 栄 子より） 

  

の
り
 
、

》
 

小
田
桐
典

子

（
春
美
）
 

今
 

一
樹

（
智
祐
）
 

小
林
 

大

祐
（
浩
臣
）
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

（
工
藤
 
章
彦
（
津
源
）
鯵
ケ
沢
町
 

「
白
川
美
津
子
（
久
慶
）
川
 
倉
 

（
新
谷
 
和
人

（
久
雄
）
五
所川
原市
 

「
山
中
奈
名
子
（
英

司
）
嘉
 
瀬
 

（
鳴
海
 
武
樹

（
武彦
）
嘉
 
瀬
 

「
鳴
海
真
理
子
（
園
道
）
青
森
市
 

（
白
取
 
聖
悟

（
久幸
）
五
所川
原市
 

秤

壁
鍵
柳
扇
 

属
さ
墜
難
稀癖
 

（
夢鶏
銀
一＼極
「
 

お

く
や
み
 

鳴
海
 

哲

助
（
6
6オ
）
嘉

阿

部
 
ア
ゴ
リ

（
8
5才
）
 

原
 
田
 
ア
 
ギ
（
7
8才
）
 

棟

方
 
さ
 
な
（
9
8才
）
 

神
島
 
タ
 

コ

（
7
7オ
）
 

木

下
 
ソ
 
ョ

（
8
3才
）
 

山
 
口
 
富
士
雄

（
6
2才
）
 

金金金

木木木 

「津
田
 
美
幸

（修
治
 

露
け
讐
鶏
 

川 嘉嘉嘉藤金嘉

倉瀬瀬瀬枝木瀬 

、ーノ 、ーノ 、ーノ 

金柏嘉

木村瀬 

戸
籍

の
窓
 

9

月
届
出
分
 

（
淳

）
 

斉 白 黒虫肖尾外木 白 

藤川滝島野崎立川 お 

郵美み梨リ誠評日事嗣7佑？裕ゆめ 

誉費竺警瞥タか竺で 
こ吉政満マ告，三一雅俊 弘 

こき彦豊と旦彦世 と

嘉金金嘉金霜嘉金う 
瀬木木瀬木木 i頼木 

II”・IIHIIII川川I 広報かなぎ ⑩ 


